
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
会
員

町職員による救援物資の積み込み

川内川に稚アユを放流する組合員の小牧早則さん
（宮都大橋下）

赤く熟したマンゴ－を手にする関係者

３ 広報　さつま

　
４
月
４
日
、
川
内
川
本
流
で
川
内
川
漁
業
協

同
組
合
（
田
渕
政
春
組
合
長
）
に
よ
る
、
稚
ア

ユ
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

体
長
５
㎝
ほ
ど
の
ア
ユ
が
宮
之
城
地
区
に
６０

㎏
、
山
崎
地
区
に
４０
㎏
、
合
計
２
万
５
千
尾
放

流
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
薩
摩
・
鶴
田
地
区
に
３５
㎏
の
放
流
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
放
流
さ
れ
た
ア
ユ
は
６
月
の
解
禁
時
に
は
１５

㎝
ほ
ど
に
成
長
し
ま
す
。

�

６
月
３
日
に
は
、
湯
田
河
川
広
場
で
第
１
回

川
内
川
鮎
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
鮎
の
塩
焼
き

な
ど
楽
し
い
催
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
４
月
５
日
、
平
成
１９
年
産
マ
ン
ゴ
ー
収

穫
祭
が
祝
迫
直
人
園
（
新
生
地
区
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
町
内
の
栽
培
面
積
は
、
７
人
で
９９
ａ

（
う
ち
結
果
樹
園
５９
ａ) 

で
す
。
本
年
販

売
予
想
量
７
・
７
ト
ン
、
販
売
金
額
２
，３

１
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
産
は
、
夏
場
の
高
温
多
湿
の
影
響

か
ら
開
花
が
ば
ら
つ
き
着
果
に
苦
労
し
ま

し
た
が
、
昨
年
を
上
回
る
生
産
量
で
、
市

場
の
評
価
も
高
く
、
高
値
で
の
販
売
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
荷
先
は
、
主
に
農
協
を
通
じ
て
鹿
児

島
や
大
阪
の
市
場
な
ど
で
販
売
さ
れ
ま
す

が
、
町
内
の
各
直
売
所
な
ど
で
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ

救
援
物
資
を
発
送

　４月１日，轟原公民館で，長寿の祝いと花見を兼ねた水

害復興祭が行われました。

�昨年の豪雨で，床上１．９ｍまで浸水した公民館は，地

域コミュニティー活動の中心的存在です。水害の後，住民

総出の復旧作業により使用できるようになりました。

�復興祭では，同公民会の東里歌子さんが，被災直後の様

子や多くの人たちに支えられた感謝の気持ちを書き記し，

昨年の南日本子ども新聞に掲載された「みんながくれた元

気」を朗読し，復興に向けて気持ちを新たにしました。

　また，みんなが力を合わせて安心して楽しく暮らせるよ

う，子ども五つ太鼓やふれあいサロンの踊り，鷹踊りなど

が披露され，世代間の交流を深めました。

大
き
く
育
て

川
内
川
に
稚
ア
ユ
１
０
０
㎏
放
流

甘
い
香
り
漂
う

完
熟
マ
ン
ゴ
ー
収
穫
祭

　
３
月
２９
日
、
町
は
、
能
登
半
島
地
震
で

被
災
し
た
石
川
県
の
輪
島
市
と
志
賀
町
、

穴
水
町
へ
救
援
物
資
を
送
り
ま
し
た
。

　
物
資
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
体
験
を

基
に
取
り
扱
い
や
す
く
必
要
な
米
（
奥
さ

つ
ま
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
５
０
０
㎏
と
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
５
０
０
　
入
り
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
（
紫
尾
温
泉
水
）
を
７
２
０
本
準

備
し
ま
し
た
。

　
発
送
式
で
、
山
下
副
町
長
は
「
１
時
間

で
も
早
く
物
資
が
届
き
、
少
し
で
も
元
気

を
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
祈
っ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
職
員
が
物
資
を
ト
ラ
ッ

ク
へ
積
み
込
み
発
送
し
ま
し
た
。

長寿の祝いと花見兼ね　水害復興祭


